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会場の様子 
講師は海洋研究開発機構の西村氏（横浜から遠隔操作） 

会場では司会者を通して音声でやりとり 



操作体験の様子 

講義終了後には交代で操作体験ができる 



小中学生への波及効果 

バーチャル科学館をきっかけに、 

 小中学生がco2sosの研究活動に参加  

・独自のCO2濃度観測網により得られたデータを分析 

・研究成果は、環境学習の資料の改善にも利用 
CO2濃度観測機 

山陽新聞朝刊（24面）岡山市民版の記事（平成27年1月7日発行） 



大学生スタッフへの波及効果 

大学生の発案により、様々な独自企画が実行 

事業の企画・運営に地域の大学生を主体的に関わらせ

即戦力のあるESDの指導者を育てる 

① 小学校低学年を対象とした「環境クイズ」 

② スマホによるＶＲ及びＡＲの体験 

③ サイピアのプラネタリウムを利用した環境学習 



環境クイズ 
バーチャル科学館の講義を難しいと感じる 

小学校低学年向けに実施 

 地球温暖化により海面が上昇すると、
国土のほとんどが水没する国がある？ 

問３ 

① はい 

② いいえ 



サイピアにおけるバーチャル科学館の体験 

 【小中学生】 
ESDの将来の担い手となり得る発想を培う 

地域社会で将来にわたってESDを継続していくには 

地球温暖化問題をメインに広く科学・情報技術に触れる 

SDGs 達成への貢献 

 Goal   4 Target   4.7（ESDによる知識の習得） 
 Goal 13 Target 13.3（気候変動の緩和に関する教育） 



サイピアにおけるバーチャル科学館の体験 

  【大学生】 
即戦力のあるESDの指導者を育成 

地域社会で将来にわたってESDを継続していくには 

大学生を事業の企画・運営に主体的に関わらせる 

SDGs 達成への貢献 

 Goal 17 Target 17.17（パートナーシップの推進） 



サイピアにおけるバーチャル科学館の体験 

【バーチャル科学館の特徴】 
・海外では 

教育機会の尐ない地域 

科学館を訪れることが困難な地域 

にて、先駆的に教育に活用 
 
・インターネットに接続できるパソコンがあれば、 

 いつでもどこでも利用可能 

今後の展開 



サイピアにおけるバーチャル科学館の体験 

今後の展開 

積極的に広報を展開し、環境学習に取り組んでいる 

他のNPOや教育機関でも活用して頂けるようにしたい 

 



ご清聴 

ありがとうございました 


